
収
入
格
差
を
感
じ
る
労
働
者
が
増
加
―
―
連
合
総
研
調
査
 

暮
ら
し
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働
く
人
の
六
割
強
が
、
五
年
前
よ
り
個
人

の
収
入
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
―
―
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
（
連
合

総
研
、
中
名
生
隆
所
長
）
の
調
査
で
こ
ん
な

労
働
者
の
意
識
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
格

差
の
受
け
止
め
方
は
世
代
間
で
分
か
れ
て
お

り
、
五
〇
代
の
約
半
数
が
格
差
を
「
縮
小
す

べ
き
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
二
〇
代
で

四
人
に
一
人
が
「
拡
大
し
て
も
よ
い
」
と
回

答
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
ほ
ど
格
差
を
容
認

す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。 

　
調
査
は
三
月
末
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
、

首
都
圏
と
関
西
圏
に
住
む
民
間
企
業
に
勤
め

る
二
〇
〜
五
〇
代
の
男
女
九
〇
〇
人
（
一
一

〇
〇
人
）
を
対
象
に
実
施
。
七
八
一
人
（
九

三
〇
人
）
か
ら
得
た
回
答
を
ま
と
め
た
。
回

答
者
の
内
訳
は
、
男
女
別
で
は
男
性
約
六
割
、

女
性
約
四
割
。
雇
用
形
態
別
で
は
、
正
社
員

が
約
七
割
、
非
正
社
員
は
約
三
割
だ
っ
た
。 

   

六
割
強
が
個
人
間
の 

　
収
入
格
差
拡
大
を
指
摘 

 

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
個
人
の
収
入
格
差

が
「
五
年
前
よ
り
拡
大
し
た
」
と
回
答
し
た

労
働
者
は
六
三
・
六
％
に
の
ぼ
り
、
「
変
化

し
て
い
な
い
」（
一
四
・
五
％
）
や
「
縮
小
し

た
」（
五
・
九
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
「
拡

大
し
た
」
と
の
回
答
は
、
男
性
（
六
八
・
二

％
）
が
女
性
（
五
六
・
四
％
）
よ
り
多
く
、

就
業
形
態
で
は
正
社
員
（
六
六
・
五
％
）
の

割
合
が
高
い
（
非
正
社
員
は
五
七
・
〇
％
）。 

  

格
差
拡
大
意
識

は 

　
す
べ
て
の
年
代
で
　 

 

ま
た
、
年
齢
層
別
で
は
、
四
〇
代
が
六
六
・

一
％
と
最
も
強
く
格
差
を
感
じ
て
い
る
が
、

三
〇
代
（
六
五
・
七
％
）
や
五
〇
代
（
六
四
・

二
％
）
も
ほ
ぼ
同
率
。
二
〇
代
で
も
五
八
・

五
％
と
、
世
代
間
で
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
格
差
に
対
す
る
意
識
は
す
べ
て

の
年
齢
層
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 

こ
れ
を
収
入
別
に
み
る
と
、
四
〇
〇
万
円

未
満
ま
で
が
六
割
を
切
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

六
〇
〇
万
円
〜
八
〇
〇
万
円
未
満
が
七
五
・

五
％
、
八
〇
〇
万
円
以
上
は
七
七
・
九
％
に

の
ぼ
る
な
ど
、
年
収
が
高
ま
る
ほ
ど
格
差
拡

大
を
感
じ
る
比
率
が
増
す
傾
向
に
あ
る
（
図

１
）。 

   

雇
用
形
態

の
変
化
や 

　
雇
用
情
勢
悪
化
が
要
因 

 

「
個
人
収
入
の
格
差
が
拡
大
し
た
」
と
答

え
た
人
に
、
そ
の
理
由
（
三
つ
ま
で
選
択
）

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
パ
ー
ト
・
派
遣
労
働
な

ど
非
正
規
雇
用
が
増
え
た
」
（
五
一
・
一
％
）

や
「
失
業
や
就
職
難
な
ど
で
収
入
の
な
い
人

が
増
え
た
」
（
四
三
・
七
％
）
と
い
っ
た
雇

用
形
態
の
変
化
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
関
す

る
選
択
肢
が
上
位
を
占
め
た
。
次
い
で
、
「
企

業
間
の
業
績
格
差
拡
大
で
賃
金
の
差
が
広
が

っ
た
」
（
四
二
・
五
％
）
こ
と
や
「
成
果
主

義
的
な
賃
金
制
度
の
導
入
な
ど
で
賃
金
の
差

が
拡
が
っ
た
」
（
三
五
・
四
％
）
と
す
る
企

業
間
・
企
業
内
に
お
け
る
賃
金
差
の
拡
大
を

指
摘
す
る
回
答
が
並
ん
だ（
図
２
）。 

　
こ
の
回
答
を
年
齢
層
別
で
み
る
と
、
「
パ

ー
ト
・
派
遣
労
働
な
ど
非
正
規
雇
用
が
増
え

た
」
は
す
べ
て
の
年
代
で
四
〜
六
割
強
の
高

い
回
答
率
を
示
し
て
い
る
。
「
失
業
や
就
職

難
な
ど
で
収
入
の
な
い
人
が
増
え
た
」
と
「
企

業
間
の
業
績
格
差
拡
大
で
賃
金
の
差
が
広
が

っ
た
」
は
、
五
〇
代
で
ほ
ぼ
半
数
だ
が
、
そ

の
比
率
は
年
齢
が
下
が
る
に
つ
れ
て
減
少
し
、

二
〇
代
で
は
三
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。
「
成

果
主
義
的
な
賃
金
制
度
の
導
入
な
ど
で
賃
金

の
差
が
拡
が
っ
た
」
と
の
回
答
は
、
二
〇
代

（
三
八
・
一
％
）
と
四
〇
代
（
四
一
・
二
％
）

が
比
較
的
高
く
、
三
〇
代
（
三
二
・
四
％
）
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と
五
〇
代
（
三
一
・
〇
％
）
は
低
い
。 

   

若
年
層

は
格
差
容
認
の
傾
向
強
ま
る 

 

個
人
間
の
収
入
格
差
が
今
後
、
ど
う
な
る

の
が
よ
い
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
縮
小
す

べ
き
」
が
三
五
・
〇
％
で
最
多
。
以
下
、
「
現

状
の
ま
ま
で
よ
い
」
（
二
二
・
三
％
）
、
「
拡

大
し
て
よ
い
」
（
二
〇
・
七
％
）
が
続
く
結

果
と
な
っ
た
。 

 

年
齢
層
別
で
は
、
五
〇
代
の
四
八
・
三
％

が
「
縮
小
す
べ
き
」
と
答
え
た
が
、
年
齢
が

若
く
な
る
ほ
ど
割
合
は
下
が
り
、
二
〇
代
で

は
二
一
・
八
％
に
な
る
。
二
〇
代
は
逆
に
二

五
・
九
％
が
「
格
差
を
拡
大
し
て
よ
い
」
と

回
答
。
「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」
も
二
二
・

八
％
に
達
し
て
い
る
。
三
〇
代
も
三
人
に
一

人
が
「
縮
小
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、

四
人
に
一
人
が
「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」
と

し
、
「
拡
大
し
て
も
よ
い
」
と
す
る
回
答
も

二
割
強
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
格
差
に
対
す
る

受
け
止
め
方
は
、
世
代
間
で
か
な
り
異
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

こ
の
他
、
格
差
を
「
縮
小
す
べ
き
」
と
の

回
答
は
女
性
（
三
八
・
〇
％
）
の
方
が
男
性

（
三
三
・
一
％
）
よ
り
多
く
、
就
業
形
態
で

は
正
社
員
（
三
三
・
七
％
）
よ
り
非
正
社
員

（
三
七
・
九
％
）
に
多
い
こ
と
が
目
立
つ
。 

   
隔

た
り
大
き
い 

　
正
社
員
と
非
正
社
員
の
意
識 

 

正
社
員
と
非
正
社
員
の
賃
金
・
処
遇
面
で

の
格
差
に
つ
い
て
は
、
四
三
・
四
％
が
五
年

前
と
比
較
し
て
「
変
化
し
て
い
な
い
」
と
回

答
。
「
拡
大
し
た
」
は
二
一
・
八
％
あ
っ
た

が
、
「
縮
小
し
た
」
は
わ
ず
か
五
・
三
％
だ

っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
就
業
形
態
の
差
異
に
と
も
な
う

格
差
が
「
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
が
よ
い

か
」
を
聞
い
た
問
い
を
み
る
と
、
正
社
員
は

「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
一
番
多
く
四
一
・

二
％
（
非
正
社
員
で
は
一
八
・
七
％
）。
「
縮

小
す
べ
き
だ
」
は
正
社
員
が
二
二
・
三
％
に

と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
非
正
社
員
は
三
九
・

六
％
に
の
ぼ
っ
た
。
正
社
員
・
非
正
社
員
間

の
意
識
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。 

　
な
お
、
正
社
員
の
男
女
間
の
格
差
で
は
、

賃
金
や
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
、
男
性
正
社
員

の
四
二
・
五
％
が
「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
答
え
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
正
社
員
は

四
二
・
六
％
が
「
縮
小
す
べ
き
」
と
し
て
い

る
。 

   

賃
金
収
入
指
数

は 

　
調
査
開
始
以
来
の
大
幅
増
に 

 

一
方
、
調
査
は
二
〇
〇
一
年
秋
以
降
、
年

に
二
回
、
継
続
し
て
景
気
や
収
入
の
現
状
や

見
通
し
、
失
業
に
対
す
る
不
安
な
ど
の
定
点

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一

年
前
と
比
べ
た
現
在
の
日
本
の
景
気
を
「
良

く
な
っ
た
」
と
す
る
回
答
か
ら
「
悪
く
な
っ

た
」
を
引
い
た
判
断
指
数
は
、
プ
ラ
ス
二
三
・

一
。
今
後
一
年
間
の
景
気
の
見
通
し
（
「
良

く
な
る
」
―
「
悪
く
な
る
」
）
の
指
数
も
、

プ
ラ
ス
一
八
・
二
で
、
と
も
に
調
査
開
始
以

来
の
最
高
値
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
一
年
前
と
現
在
の
賃
金
収
入
を
比

べ
た
指
数
に
つ
い
て
は
、
「
増
え
た
」
か
ら

「
減
っ
た
」
を
差
し
引
い
た
数
値

は
プ
ラ
ス
七
・
八
。
今
後
一
年
間

の
賃
金
収
入
で
も
、
「
増
え
る
」

か
ら
「
減
る
」
を
引
い
た
指
数
が

プ
ラ
ス
四
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

一
年
間
の
賃
金
収
入
は
、
調
査
開

始
以
来
、
初
め
て
プ
ラ
ス
を
記
録

し
た
。
連
合
総
研
は
「
今
春
闘
の

（
賃
上
げ
企
業
が
増
え
た
事
な
ど

の
）
結
果
が
改
善
傾
向
の
背
景
に

あ
る
の
で
は
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

   
五
人
に
一
人
弱
が
依
然
、 

　
失
業
不
安
を
感
じ
る 

 

と
こ
ろ
が
、
今
後
一
年
以
内
に

失
業
す
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

は
一
七
・
九
％
と
、
昨
年
同
期
の

二
〇
・
六
％
よ
り
二
・
七
ポ
イ
ン

ト
減
っ
た
も
の
の
、
五
人
に
一
人

弱
が
依
然
と
し
て
、
失
業
不
安
を

拭
え
ず
に
い
る（
図
３
）。
連
合
総

研
で
は
「
景
気
全
体
が
良
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
個
別
企
業
の
業
績
の
善
し
悪
し
な
ど
で

不
安
を
感
じ
る
層
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
失
業
不
安
を
感
じ
る
人
の
割
合
を

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
九
九
人
以
下
は

二
〇
・
三
％
（
前
回
調
査
比
五
・
二
ポ
イ
ン

ト
減
）、
一
〇
〇
〜
九
九
九
人
以
下
は
一
七
・

〇
％
（
同
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
）、
一
〇
〇

〇
人
以
上
が
一
六
・
九
％
（
同
三
・
五
ポ
イ

ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
が
小
さ
い

ほ
ど
比
率
は
高
く
な
る
も
の
の
、
半
年
前
の

調
査
と
の
比
較
で
は
中
堅
・
中
小
企
業
の
減

少
が
目
立
つ
。 

（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 
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若
者
の
人
間
力
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を
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催
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厚
生
労
働
省
主
宰
の
「
若
者
の
人
間
力
を

高
め
る
た
め
の
国
民
会
議
」（
議
長
・
奥
田
碩

日
本
経
団
連
会
長
）
が
五
月
九
日
、
都
内
で

開
か
れ
た
。
三
回
め
と
な
る
今
回
の
会
議
は
、

昨
年
一
一
月
に
策
定
し
た
国
民
宣
言
や
国
民

運
動
の
行
動
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
各
界
の

取
り
組
み
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
世
論
を

巻
き
込
み
つ
つ
若
者
を
支
援
す
る
運
動
を
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。 

   

半
年
間

の
取
り
組
み
状
況 

 

同
会
議
は
、
若
者
の
高
い
失
業
率
や
フ
リ

ー
タ
ー
な
ど
の
増
加
に
危
機
感
を
抱
い
た
政

府
が
、
若
年
者
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
設
置
し
た
も
の
。
前
回
、
昨
年
一
一
月

の
会
合
で
は
「
若
者
が
生
き
る
自
信
を
持
ち
、

能
力
を
高
め
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
各
界
と
政
府
が
一
体
と
な
っ
て

国
民
運
動
を
推
進
し
ま
す
」
―
―
な
ど
と
す

る
国
民
宣
言
と
基
本
方
針
を
ま
と
め
、
各
界

の
分
担
表
と
な
る
行
動
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、

若
者
を
支
援
す
る
国
民
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。 

 

こ
の
間
、
同
会
議
の
委
員
に
よ
り
、
各
地

で
若
者
支
援
施
策
の
認
知
度
を
高
め
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
活
動
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
界
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

会
議
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
取
り
組
み
の
集
約

に
よ
る
と
、
「
若
者
が
生
き
る
自
信
と
力
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
」（
基
本

方
針
一
）
に
関
し
て
は
、
全
国
の
小
中
高
七

二
〇
〇
校
の
児
童
・
生
徒
約
七
〇
万
人
が
、

親
な
ど
の
働
く
職
場
を
見
学
し
た
ほ
か
、
経

営
者
な
ど
が
学
校
に
出
向
き
、
約
三
万
三
〇

〇
〇
人
の
学
生
に
出
張
授
業
な
ど
を
行
っ
た
。 

 

「
若
者
が
仕
事
に
挑
戦
し
、
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
」（
基
本
方
針
二
）
を
め
ぐ
っ
て

は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
ど
の
施
設
を
延
べ
二

〇
〇
万
人
の
若
者
が
訪
れ
、
約
九
万
六
〇
〇

〇
人
が
就
職
に
漕
ぎ
着
い
た
。
ま
た
、
来
春

の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
予
定
数
よ
り
一
人

多
く
雇
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る

（
秋
田
県
商
工
会
議
所
連
合
会「
雇
用
プ
ラ
ス

ワ
ン
運
動
」）な
ど
、
各
地
の
経
済
団
体
が
新

卒
採
用
枠
の
拡
大
を
傘
下
企
業
に
要
請
し
た
。 

 

「
若
者
が
自
ら
を
高
め
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
」（
基
本
方
針
三
）
に
向
け

て
は
、
全
国
の
大
学
な
ど
で
社
会
人
特
別
選

抜
を
導
入
し
、
約
四
万
五
〇
〇
〇
人
の
社
会

人
が
大
学
院
に
在
学
中
。
「
若
者
が
や
り
直

し
再
挑
戦
で
き
る
社
会
の
実
現
」
に
つ
い
て

は
、
自
立
し
よ
う
と
す
る
約
二
万
四
〇
〇
〇

人
の
若
者
が
「
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
」
を
活
用
し
、
意
欲
や
自
信
を
失
い
か
け

て
い
た
約
一
五
〇
人
の
若
者
が
「
若
者
自
立

塾
」
を
通
じ
て
就
労
を
実
現
し
た
。
ま
た
、

ニ
ー
ト
を
喫
茶
店
な
ど
で
就
労
体
験
さ
せ
る

（
長
野
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
な
ど
、
自
治
体

と
団
体
の
連
携
網
も
全
国
的
に
拡
大
し
た
。 

   

自
治
体

も
独
自
の
支
援
を
展
開 

 

自
治
体
も
、
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
例
え
ば
若
者
の
雇
用
拡
大
に
向
け
て
、

北
海
道
・
石
狩
市
な
ど
で
は
、
学
卒
未
就
職

者
な
ど
を
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
す
る
「
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」
を
実
施
。
鹿
児

島
県
・
鹿
屋
市
な
ど
で
も
、
市
内
の
若
者
を

市
内
事
業
所
で
引
き
続
き
常
用
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
し
、
国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
に
上

乗
せ
す
る
形
で
「
若
年
者
雇
用
奨
励
金
」
を

支
給
し
た
。
若
者
の
離
職
対
策
と
し
て
は
、

山
形
県
が
高
卒
就
職
後
一
年
め
の
若
者
を
対

象
に
、
手
紙
な
ど
を
通
じ
て
仕
事
の
悩
み
や

勤
務
状
況
を
把
握
し
、
事
後
指
導
を
実
施
し

た
。
ま
た
熊
本
県
で
は
、
働
く
若
者
や
そ
の

家
族
な
ど
か
ら
職
場
定
着
に
係
わ
る
相
談
を

受
け
付
け
、
必
要
に
応
じ
再
就
職
ま
で
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

ニ
ー
ト
対
策
と
し
て
は
富
山
県
が
、
就
労

意
欲
は
芽
生
え
た
が
す
ぐ
に
は
就
職
活
動
に

踏
み
出
せ
な
い
若
者
向
け
に
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
連
携
し
て
雇
用
の
形
態
を
採
ら
な
い
就

労
訓
練
や
社
会
適
応
訓
練
を
展
開
中
（
「
若

者
自
立
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
）
。

島
根
県
で
は
、
島
民
と
触
れ
合
い
つ
つ
三
週

間
、
水
産
加
工
や
製
塩
な
ど
を
行
わ
せ
る
こ

と
で
、
ニ
ー
ト
状
態
の
若
者
の
人
間
力
回
復

を
図
っ
た（「
若
者
島
体
験
塾
」）。 

   

そ
れ
で
も
深
刻
な
フ
リ
ー
タ
ー
問
題 

 

景
気
回
復
の
追
い
風
を
受
け
、
若
者
の
今

春
の
就
職
率
は
改
善
し
た
。
大
卒
で
昨
年
度

に
比
べ
て
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
高
い
八
五
・
八

％
、
高
卒
で
同
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
五
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
若
者
の
勤
労
意
欲
も

上
向
き
つ
つ
あ
り
、
一
五
〜
二
四
歳
の
労
働

力
率
の
前
年
差
は
、
〇
五
年
四
〜
六
月
期
以

降
、
四
期
連
続
で
プ
ラ
ス
。
大
学
生
の
就
職

希
望
率
（
一
〇
月
一
日
時
点
比
較
）
も
、
〇

六
年
三
月
卒
生
で
前
年
比
一
・
五
ポ
イ
ン
ト

増
加
の
七
五
・
一
％
と
改
善
を
続
け
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
「
若
年
者
の
失
業
率
は
ま
だ
八

％
台
と
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
（
約
四
％

ま
で
回
復
）
に
比
べ
れ
ば
改
善
が
遅
れ
て
い

る
。
ま
た
、
就
職
氷
河
期
に
フ
リ
ー
タ
ー
と

な
っ
た
層
が
取
り
残
さ
れ
、
そ
の
年
齢
が
上

が
り
三
〇
歳
台
の
フ
リ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い

る
」
（
川
崎
厚
労
相
）
の
が
現
状
だ
。
有
効

求
人
倍
率
が
一
倍
を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し

た
と
い
っ
て
も
、
正
社
員
雇
用
枠
に
限
れ
ば

〇
・
六
倍
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
今
春
の
就
職

率
は
上
向
い
た
も
の
の
、
す
で
に
フ
リ
ー
タ

ー
層
に
あ
る
若
者
に
関
し
て
は
、
安
定
雇
用

へ
の
道
は
依
然
と
し
て
険
し
い
。 

  

厚
労
省
は
今
年
度
、
「
フ
リ
ー
タ
ー
二

五
万
人
常
用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」（
詳
細
は
弊
誌

〇
五
年
一
〇
月
号
を
参
照
）
を
進
め
て
い
る
。

本
年
二
月
末
ま
で
に
早
く
も
フ
リ
ー
タ
ー
一

八
・
三
万
人
の
正
社
員
化
を
達
成
す
る
な
ど
、

目
覚
し
い
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
が
、
同
会

議
で
は
、
「
こ
う
し
た
層
に
対
し
て
は
（
一

層
の
）
底
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。
構
造
的
フ
リ
ー
タ
ー

に
対
す
る
支
援
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
若

者
支
援
の
集
約
的
な
機
能
を
果
た
す
同
会
議

は
、
年
内
を
メ
ド
に
第
四
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 


